
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」を
お読みいただき、誠にありがとうございます。先日クリーニング屋
の奥様が「社長、今年の夏はクリーニングがしっかり少なかった
ね！大人しく家にいたの！？これではクリーニング屋は商売があ
がったりだわ。」と仕事量が減ったことにとても残念そうでした。
今年は3月からコロナ禍の自粛生活が続き、あらゆる会合が中止

されたので、すっかりカッターシャツやスーツも着ることなく、会社に閉じこもってい
るとポロシャツで過ごす日々が多かったです。そのため、10月に入り、衣替えをしま
したが、昨シーズンクリーニング屋さんへ出した時の「タグ」がついたままタンスにし
まうものもありました。コロナ禍で自粛生活が続き色々な商売がダメージを受けたこ
とと思います。これから年末年始にかけて、忘年会や新年会もすでに中止の連絡
が入っています。先月から「GO TOキャンペーン」が始まりました。観光業や飲食業
が冷え込む中、出来る限り応援していきたいですね。さて、私が所属する「青年
塾」もこの10月から講座を再開しました。理由は「すべての計画を延期、活動を休
止したままでは、やがて、社会が”瀕死”してしまうからです。」「コロナを恐れるあ
まり、いつまでも「中止」を続けることは、思考停止になり、社会を衰退させること
につながるからです。」これからは、コロナ対策を万全に行い、徹底した安全・安
心を期する中で、社会活動を遂行していかなければならないと思います。来年には
抗体を付けるワクチンが市場に出回ると思いますが、そればっかりに頼ることもでき
ず、まだまだ油断はできません。外出時のマスク着用と、帰宅時の手洗いうがいは
引き続き必須になると思います。そして今回の「青年塾」の講座テーマは「万全の
コロナ対策」でした。私たちが、どのような対策をすれば良いかを自ら行動すること
が基本でした。開講2週間前から検温と体調のチェックをして、講座リーダーへ報
告すること。講義中は定期的に換気をして、三密にならないようにお互いの位置を
調整しました。下の写真は、岐阜県美濃加茂市にある「井龍山 霊泉寺」での
「座禅体験」です。朝の集いのあと、手始めの5分間と15分間の二回座禅を組みま
した。軽く眼を閉じて呼吸を整えると自然と心が落ち着きだし、五感が研ぎ澄まさ
れてきました。座禅後は庫裏で住職の奥様が作られた「お粥」を美味しく頂きました。
家に居れば「なんだお粥だけなの！」と文句を言うところですが、心を落ち着かせて
心身を正すと「ちょっとした味」も美味しく頂けることに気づかせていただきました。
御住職、奥様貴重な体験をさせていただきありがとうございます。
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